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2025 年度（令和７年度・第７期） 事業報告書 
【期間：2025年 4月 1日～2026年 3月 31日】 

 

 

Ⅰ．第７期の取組概要・トピックス 

SDGs の目標年が近づく中で、今期（第 7 期）は本ネットワークが何を優先して行動すべきか、また国内

でも「ポスト SDGs」の議論が増える中で、今後の体制を検討する一年でした。トピックスとしては、生理革

命委員会が解散されプロジェクトが終了しました。県の制度にすることはできませんでしたが今後に向け

て次世代に示唆したものは大きかったかと思います。また山陽新聞社との連続シンポジウムでも引き続き

高校生のモデレータと登壇者が出るなど、このネットワーク立上げの一つの理由でもあった次世代の育成

について、「ESD・SDGs 出前授業」を含めて継続発展的な取り組みが進められていると感じます。今後は、

さらにステークホルダーや会員の皆さまと議論しながら、今後について、地域に最適な形を考えていきたい

と思います。 

 

Ⅱ．会員および組織について 

第７期の会員数は 35 組織/名でした。（NPO/NGO：21、企業：7、大学：1、個人 5、学生 1、賛助会員：0） 

 

当会の運営を行うための世話人構成団体は以下の 6団体。（五十音順） 

1．認定特定非営利活動法人 AMDA社会開発機構 

2．特定非営利活動法人公共の交通 RACDA 

3．特定非営利活動法人子どもシェルターモモ 

4．特定非営利活動法人タブララサ  副会長：利根 弥生 

5．認定特定非営利活動法人ポケットサポート  副会長：三好 祐也 

6．特定非営利活動法人みんなの集落研究所  会長：石原 達也 

 

特定非営利活動法人岡山 NPO センターに、事務局業務を委託しました。 
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Ⅲ．事業活動報告 

１.社会提言事業 

事業名 事業内容 
区分 支出 受益対象・人数 

開催日時・場所 従事者数 

政策提言支援 
生理革命委員会に活動終了まで伴走。 

（※ネットワーク会議③参照） 

自主 120,000 円 主に県内高校生 

随時・県内 4名 

山陽新聞連続

シンポジウム

協力 

山陽新聞社主催の連続シンポジウム

SDGs×吉備の環プロジェクト「地域課

題に挑む」開催に先立ち、事前ワーク

ショップを開催。 

各回のテーマは以下の通り。 

①食品ロス削減 岡山発の最新事情 

②交通革命、前夜～移動手段をつな

ぎ、みんなを笑顔に～ 

③海ごみは誰のせい？ 

自主 125,160 円 会員・市民 

①3月 26日・オンライン 

 4月 5日シンポジウム 

②7月 1日・オンライン 

 7月 13日シンポジウム 

③11月 5日・オンライン 

11月 15日シンポジウム 

3名 

 

２.ネットワーク形成事業 

事業名 事業内容 
区分 支出 受益対象・人数 

開催日・場所 従事者数 

ネットワーク

会議 

①気候変動と国際協力：マダガスカル

とホンジュラ

スの現場から

／AMDA 社会開

発機構 

 

②令和 7 年度

ESD・SDGs出前

授業講師の集

い 

 

③ 「生理の貧困」から考える性と健

康の“Well-being” 

        

 

自主 130,587 円 

①29名 

②12名 

③15名 

① 10月 28日 

ゆうあいセンター、 

オンライン 

 

② 1月 9日 

みはらし会議室、 

オンライン 

 

③ 2月 18日 

ゆうあいセンター、 

オンライン 

4名 
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情報発信 

（SNS・メーリ

ングリスト等） 

イベント情報や実施報告などを会員

メーリングリストや SDGsネットワー

クおかやま Facebook等で発信。 

自主 30,000 円 会員・市民 

随時・オンライン 1名 

若者部会 国内 RCEユース会議への参加。 

自主 23,510 円 
国内 RCE 実務者お

よびユース 

3 月 20 日～21 日 神戸大

学 
1名 

 

３.普及啓発・広報事業 

事業名 事業内容 
区分 支出 受益対象・人数 

開催日・場所 従事者数 

ESD・SDGs出前

授業 

県内の小中高校を対象に登録講師(登

録 14組織・名)が ESD・SDGsに関する

授業を計 29 回実施。 

  

受託 628,824 円 

小：19回/18校 

中：4回/4校 

高：4回/4校 

高専：2回/1校 

計のべ 1993名 

県内小中高校で随時 2名 

ESD カフェ 

主に県内の団体や企業等の ESD・SDGs

に関する取組を紹介し参加者と対話

の場を提供。 

 

① 地域のチカラ、ユースの声  

- ぼくら

が想う、

公民館の

魅力 - 

 

②「戦争になると社会はどう変わ

る？」－戦後 80年、ヒロシマの歴

史から、地域の

平和について

一緒に考えよ

う－ 

 

③『こどもの権利』から考えるやさし

い社会づく

り～こども

の笑顔が続

く未来へ～ 

 

受託 390,950 円 

① 28名 

② 30名 

③ 30名 

④ 48名 

計 136名 

①6月 27日 

奉還町ユースセンター、

オンライン 

②8月 19日 

KAMP、オンライン 

③12月 10日 

杜の街ピクニック 

テラス、オンライン 

④3月 17日 

杜の街ピクニック 

テラス、オンライン 

3名 



4 

④ 「岡山地域で育んだ ESDの 20年」

～過去から現

在、そして未

来へつなぐ～ 

 

出前講座 (企

業・団体向け) 
実施無し 

自主 － － 

－ 1名 

こうすればい

い！地元企業

のための SDGs

実践講座 

（隔月開催） 

SDGs カードゲームを使った学びの場

を提供。 

（※ゆうあいセンター共催事業） 

自主 － 

5月：0名  

7月：1名 

9月：0名 

11月：0名 

1月：0名 

3月：0名合計 1名 

奇数月第 2水曜日・ゆうあ

いセンター 
1名 

出展 

①おかやま SDGsフェアおよび②高梁

川流域 SDGs アクションフェアに出

展。 

自主 124,520 円 一般 

8 月 7 日～8 日 岡山コン

ベンションセンター 

9 月 20 日～9 月 21 日イオ

ンモール倉敷 

2名 

 

4．その他、目的達成のために必要な事業 

■総会、世話人会 

総会 

令和 7年度

総会 

開催日 6 月 11日（水） 

開催場所 オンライン 

参加者 24 名…本人 12、書面表決 5、委任状 7 

（議決権のある正会員総数 37名、欠席 13名） 

決議事項 2024 年度事業報告及び決算、2025 年度事業計画及び予算案、役員変更につい

て満場一致で可決 

世話人会 

第 31回 開催日 4 月 23日（水） 

開催場所 オンライン 

参加者 7 団体 9名 

主な議題 ・役員の継続や変更について 

・事務局代行契約について 

・監査人の広報について 

第 32回 開催日 5 月 29日（木） 
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開催場所 ゆうあいセンター中会議室 

参加者 10 団体 12名 

主な議題 ・次期役員案について 

・事務局代行契約及び各種実務の実施方法について 

・事業報告及び決算報告、事業計画及び予算案について 

第 33回 開催日 7 月 10日（水） 

開催場所 オンライン 

参加者 7 団体 9名 

主な議題 ・事務局体制の詳細について 

・事業の進捗と今後の予定について 

第 34回 開催日 12 月 24日（水） 

開催場所 オンライン 

参加者 7 団体 9名 

主な議題 ・生理革命委員会の活動記録等の作成について 

・ESD・SDGs出前授業の今後の展開について 

 

以上 


